
2023年度中学入試に向けて、男子校でもっとも注目を集めているのが東京都市大学付属である。入
試日程が大きく変わること、東大合格者が2桁になったこと、それに加えて大物校長が着任したこと。
12年連続都内男子校応募者数No1を続けていて現状でも全く問題がないのにさらに向上しよう手を
打っている。改めてこの3つを中心に東京都市大学付属の魅力を探ってみよう。

２月１日の
「午前入試」に進出

　長いこと中学受験に関わる仕事をし
ているが、こういう見出しを付けた記憶
がない。「２月１日に進出」というのは本
郷など何度もあるが、「午前」が入るこ
とはなかった。というのは、東京都市大
学付属（以降、親しまれている「トシ
コー」という表記にする）は武蔵工業大
学付属時代から（２００９年に大学名自
体が変わった）第１回入試が２月１日午
後だったからである。
　男子校の午後入試というと、巣鴨、
世田谷学園、獨協が最近始めたので
新しいイメージがあるが、トシコーは午
後入試を多くの受験生が受けるように
なるはるか前から行ってきている。言わ
ば午後入試の”老舗”である。
　５年ほど前に中１生８人ほどに話を
聴く機会があったが、その時は全員が
第一志望は御三家をはじめ東京・神奈
川の難関校だった。その後、環境・施
設の良さ、帰国生の多さ、のびのびし
た明るい校風に加え、近年の大学合
格実績の向上から第一志望者が増
加、２月１日午前入試を求める声が大
きくなったのである。
　２月１日に午前・午後と２回も行うと
当然教員の負担が大きくなる。実施し
ている学校も多数あるが、そうした学校
の多くは受験者が少ない。トシコーのよ
うに１０００名もの受験者がいると採点
だけでも大変である。そのためグローバ
ル入試（算数・英語・作文＜日本語＞
で実施）を含め２月１日午後以外は他
の日程もすべて変更することになった。
その結果影響を受ける男子校、共学
校が続出し、２０２３年度の男子の受
験状況は大きく変わりそうである。

「コース制」以外の要因

　今春、東大に２桁１２名の合格者を
出したことばかりが話題になっている
が、そのほかも京大４名、東工大７名、
一橋大7名、早稲田大９7名、慶應義
塾大５5名、東京理科大83名…と、目
覚ましい。
　向上の要因としては２０１３年度から
導入したコース制（Ⅱ類・Ⅰ類）が挙げら
れることが多い。その１期生が卒業した
２０２０年春から一段と向上したから、そ
れが主要因であることは確かだろう。
が、コース制を敷いているところはほか
にいくらでもある。他の要因を考えてみ
よう。

●帰国生が大勢いることで、英語が身近
なものになり、国内生の英語力が伸び
ている。
●6つの実験室を使った20人１クラスの
少人数の理科実験を3年間で60テー
マも行う。実験が終わるごとにレポート
を書いて出すので、論理的に考える力
が育っている。
●高1に中期修了論文があり、4,000字
以上の論文を書く。生徒が自分の興味
あるテーマを設定し、仮説を立てて調査
を行い、結論を導き出す。これでも論理
力・表現力が培われる。
●中3から「キャリア・スタディ」があり、世
界、社会に目を向けながら、世の中には
どんな仕事があり、その仕事に就くには
どんな大学のどんな学部に進めばいい
かを考えていく。このプログラムでも発
表や新聞作成を行う。
　こうした教室での教科の勉強以外
の部分、体験型の学習が充実してい
て、生徒に主体的に学ぶ姿勢が出来
ている。それが近年の大学入試の方
向と合致しているということが言えるの
ではないだろうか。

考えられた海外研修

　海外研修というと、休暇中の大学の
施設を使った語学研修が多いが、トシ
コーのそれは一味違う。
●アップル、グーグルなどIT企業が集中す
るシリコンバレーを訪れることで、最先
端の世界に触れ、カルチャーショックを
受ける機会がある。
●カリフォルニア工科大学またはUCLA
（カリフォルニア大学ロサンゼルス校）を
見学して海外大学の空気に触れる。
●マレーシアの村に滞在し、多様な言語
が混在していることを実感するとともに、
伝統文化や熱帯の自然を体験する。
●ニュージーランド語学研修も現地校の
授業に参加するという本格的なもの。

と、多くの学校の海外研修とは異なり、
生徒に刺激を与え、勉学へのモチベー
ションが上がるように工夫されている。

部活にも100％
全力投球

　学校を訪れると、毎回何かしら全国
大会、関東大会、都大会に出場した
部、選手の垂れ幕がかかっている。他
校にはあまりない部活が存在し、それ
だから大会に出場しやすいという面も
ある。
　運動部では、少林寺拳法部、アメリ
カンフットボール部、アイスホッケー部、

自転車部などがユニーク。少林寺拳法
部は関東大会・全国大会に出場して
おり、アメリカンフットボール部も部員３
０名ながら全国大会に出場したことも
ある。アイスホッケー部は近くにリンク
がないので遠く東伏見、船橋まで出か
ける（普段はグラウンドの隅に練習場
所がある）。自転車部は富士山を走行
する、などどれも本格的。
　文化部では自動車部、生物研究部の
活動が目立つ。自動車部はエコカー製
作（1リッターのガソリンで何km走行でき
るかを競う）に燃える。生物研究部は３
泊４日の野外キャンプまで行っている。
　多種多様な部活があり、進学校であ
りながら９０％以上が部活に加入して
いることが、受験生・保護者から大きな
支持を受けているもう一つの背景では
ないだろうか。

受験生の保護者の期待
を集める新校長

　受験生の保護者の間で話題となっ
ているのが、神奈川県立横浜翠嵐高
校の校長であった篠塚弘康先生の校
長就任である。横浜翠嵐と言えば、都
立日比谷と並んで公立高校で東大合
格者を増やしている高校の代表。
　その素晴らしい実績を挙げた校長が
着任したのだから、トシコーの大学合格
実績をさらに伸ばしてくれると期待が高
まるのは当然である。
　早速お話しを伺うと、神奈川県教育
委員会の人事課の経験が長く、現場
では定時制、定員割れ校を含めいろい
ろ経験されている。
　ここで公立高校の話を記しても的は
ずれであるが、教員人事ではトップ校に
だれを配置するかがポイントであるこ
と、横浜翠嵐に来る教員は皆使命感を
持っていることなど、私学にも当てはま
る話を伺えた。
　トシコーについての印象も伺うと、
●これまで高校生ばかりを相手にしてきた
ので、中学生がとても新鮮。素直な子
が多いと感じる。
●校舎、施設がきれいで充実している。
15年前の建築とは思えないほどメンテ
ナンスもよい。
●教員が熱心に生徒に向き合っていて、
しかも明るい。
ことなどを挙げてくれた。
経験豊富な校長だけに大学進学に関
わらず様々な面でトシコーに新しい風を
もたらしてくれそうだ。
このように見てくると、トシコーの可能
性は一段と広がりそうである。
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校長：篠塚 弘康
〒157-8560　東京都世田谷区成城1-13-1　TEL（03）3415-0104
アクセス：小田急線 成城学園前駅南口下車徒歩10分／東急田園都市線・大井町線二子玉川駅下車バス20分

◆学校説明会（要予約）
9月10日（土）  １4：3０～16：30

◆「受験生にエールを送る」入試説明会（要予約）
11月20日（日）  １０：００～１2：30

◆「授業見学ができる」土曜ミニ説明会（要予約）
 9月24日（土） ・ 1月14日（土）  各日10：00～11：30

◆「授業見学ができる」水曜ミニ説明会（要予約）
10月26日（水） ・ 11月30日（水）  各日１０：００～１1：3０

校長  篠塚 弘康
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I n f o rma t i on

RESEARCH

BE THE NEXT ONE
　中高一貫の男子校、「明るく元気な進学
校」として、難関大学合格を目標としたプロ
グラムで進学実績を着実に伸ばしていま
す。「科学する心と表現する力」を育む科学
実験、社会人ＯＢが社会の仕組みからマ
ナーまでを直接伝えるキャリア・スタディなど
を柱として、健全な精神と豊かな教養を培い
世界で活躍できる人材の育成をめざします。

充実の完全６か年一貫教育
　6年間を通して、「体験学習」、「自ら考え、
探究し、表現する力」の養成に力点を置い
ています。前期（中１・２）では、英数を中心と
して前倒しで学習する一方で、毎週の小テ
スト、補習等により学力状況のチェックとそ
のフォローに努めています。また、科学実
験、中期（中３・高１）のキャリア・スタディ、
中期修了論文などを通じて、単に知識の伝
達ではなく、生徒自らが疑問を発見し、その
解決に向けて考える能動的な授業（アク
ティブラーニング）を展開し、新大学入試制
度にも対応できる力を養成しています。後期
（高２・３）では、自己の進路目標を達成でき
るような進学指導体制、社会に貢献できる
自己実現をめざす進路指導を目標として、
最難関国公立や難関私立の大学をめざす
科目選択で現役合格をめざします。

　また、グローバル化に対応するため、少人
数クラスで行われる外国人講師を加えた授
業やネイティブ・スピーカーとのオンラインに
よるマンツーマン英会話などをとり入れてい
ます。

全力で究める・学ぶ・競い合う
　Ⅱ類（最難関国公立大）とⅠ類（難関国公
立私大）のコース制を敷き、練習問題や宿
題の量などは習熟度に応じて調整すること
で効率的な学習を展開しています。各学年
の進級時にⅠ類の成績上位者はⅡ類に転
類できます。前期（中１・２）２年間は基本的
生活と学習習慣を身につけ、確立させるこ
とに重点を置いています。高１まではバラン
スのとれた科目配置で総合的な学力を養
成。また、学部学科ガイダンスなどにより、卒
業後の進路に視野を広げます。後期の高２
から文理のコース別（文系も数学必修とし
全員が国公立大受験に対応可能）に、高３
では志望校に応じた６コースに細分化され、

また、社会２科目選択も可能とし、難関大学
受験に対応した学習を展開しています。

スクールライフ
　中1次の主な行事は、林間学校（3泊4
日・長野県蓼科）、弁論大会など。また中2次
に希望制で、スキー学校なども行っています。
　学習以外の活動も活発です。生徒会の
運営をはじめとして、文化系、体育系のクラ
ブ活動や体育祭・文化祭（10月）などの行
事運営は、各学年の生徒による積極的な
自主活動で行われています。
　全面人工芝のグラウンドはケガも少なく、
夜間照明も備えているので1年中思い切り
体を動かせます。ガラスを多用した明るく見
通しのよい校舎には実験室に加え、最新の
メディアやマテリアルを備えた図書館、PC
教室などがあり、本校の教育を支えていま
す。2023年度から全生徒がタブレット等の
情報端末を使って授業を受けます。

募集要項（2023年度）

東京都市大学付属中学校
男 子 校

第1回 第2回 第3回グローバル入試 第4回 帰国生

2科 ４科

インターネット出願
1/10（火）～2/3（金）
午前7時まで

1/10（火）～2/5（日）
午前7時まで

12/1（木）～1/6（金）
午前7時まで

英・算・作文（日本語）4科

※2科（国・算）　4科（国・算・社・理）　詳細は9月発行予定の募集要項をご確認ください。

英・算・国
英・算・作文（日本語）

2科／4科

募集人員
Ⅰ類
Ⅱ類 約10名

約40名
約40名
約60名

約20名
約40名

約10名
約20名

若干名
若干名

若干名
若干名

2/１（水）午前
2/１（水）

2/2（木）～7（火）

出 願 期 間

試　験　日
合 格 発 表
入学手続期間

試 験 科 目

1/10（火）～2/1（水）
午前7時まで

2/1（水）午後
2/1（水）

2/2（木）～7（火）

1/10（火）～2/1（水）
午前7時まで

2/3（金）午前
2/3（金）

2/4（土）～7（火）

1/10（火）～2/3（金）
午前7時まで

2/3（金）午前
2/3（金）

2/4（土）～7（火）

2/5（日）午前
2/5（日）

2/6（月）～7（火）

1/6（金）
1/6（金）

1/7（土）～2/7（火）

※学校見学随時可（要予約）

《公開行事》

◆柏苑祭（文化祭）
10月1日（土） ・ 2日（日）  各日１０：００～１6：0０

※個別相談あり
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